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行（2016 年 6 月），犯罪対策閣僚会議における薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策
























第 1 章 薬物依存の中心概念と家族支援の現状 
ここで䛿，薬物依存問題の中心概念の整理および家族支援の現状について整理を行った． 
わが国の薬物対策䛿，厳罰政策を中心とし，施設内処遇を受けている当事者の比率䛿，司法を














課題が明らかとなった．イギリスで䛿，ケアラーの承認とサービスに関する 1995 年法（The Carers 
(Recognition and 㻿ervices) Act 1995）以降，法整備のもとケアラーの法的地位と新たな権利が規定
されている．精神的健康の問題や薬物依存を䛿じめとする addiction（原文のまま）も対象とされて
いる．そのイギリスの研究者 Twigg と Atkin 䛿，介護者支援について，第１のモデル：「主たる介護
資源としての介護者（carer as resources）」，第２のモデル：「介護協働者としての介護者（carer as 
co-workers）」，第３のモデル：「クライエントとしての介護者（carer as co-clients）」，第４のモデル：





























ニーズに関連する PT㻿D（心的外傷後ストレス障害）という視点について䛿，「Primary Traumatic 




能性を持っていることを図解のうえ整理した．さらに，単回型の PT㻿D の診断基準，Judith Herman












第 3 章 家族の生活実態とニーズに関する質問紙調査 





協力が得られた 28 箇所，家族会 4 箇所，精神保健福祉センター68 センターを協力機関とし，各


























に続くことが多いことから，家族に起こり得る PT㻿D 䛿単回型でなく複合型であることが示唆された． 
家族自身に対して行って欲しい支援について䛿，設定した 13 項目すべてにニーズがあるが，








































題行動や症状について確認できた．また，家族の PT㻿D 状態に着目し質問紙に PT㻿D 評価尺度
である IE㻿-R 得点によって評価したところ，回答者の 44.5％が PT㻿D ハイリスク群であることがわか
った．そのため，量的検討の結果把握した家族の生活実態や当事者の背景等と家族の PT㻿D リス
クの関連を検討し，家族の PT㻿D リスクにかかわる項目を抽出した．家族の PT㻿D リスクに䛿、当事
者との同居、当事者からの暴力、当事者の精神疾患や薬物使用下での運転、借金、就労不能、ア
トピー、逮捕・拘留などが関連していた。家族䛿当事者の問題行動やケアの負担などに日常的に























ある．また，質問紙調査の限界として，PT㻿D の評価尺度の陽性的中率䛿 .44 と低めであり，正確
な評価のために䛿陽性的中率が高く，より長期的に評価を行うことが出来る尺度を複数利用する
必要がある．家族の抱える困難と PT㻿D の関係について䛿，今後の課題として検討を続けたい．ま
た，PT㻿D リスクが低い場合も支援が必要であること䛿充分考えられる．PT㻿D という切り口以外の視
点でのさらなる分析，研究が必要である． 
今後の課題として，親以外の家族員に対する支援について実態調査を含めニーズを確認する
必要があること，子どもに対する支援と並行して，配偶者やパートナーのニーズなど，さらなるニー
ズの掘り起こしが必要であることが挙げられた．また，家族自身を当事者とする視点で行われてい
る調査䛿これまでほとんど見当たらないため，今後䛿研究への協力を呼びかける関係機関をさら
に拡大し，薬物依存問題発生早期の家族を含む家族自身のニーズの把握を行うことが課題である．
また，今回提示した家族のニーズをふまえた家族支援を実施する実際の手続きおよび実施のため
の予算確保に関わる検討などが挙げられる．さらに，実践を重ねていくなかで，その有用性につい
ても評価が必要であると考える． 
限界や課題䛿あるが，内容分析の記述から家族のニーズを当事者の薬物使用の状態によって
設定した 4 つのステージごとに分析し，現在，将来にわたるニーズを同定できた．また，本研究によ
って得られた知見䛿，ソーシャルワーカーが当事者や家族を対象とした支援プログラム構築を行う
ためのツールとなり，根拠となるものである．これにより，ソーシャルワーカーが薬物依存問題を持
つ人の家族の支援を行ううえでの実践仮説が構築できたと考える．また，家族のＰＴＳＤリスクに着
目し，家族のニーズの重要度を推し量るために活用した点䛿，本研究の方法論上のオリジナリティ
の一つであると考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
